
　

CONTENTS

   １．知事メッセージ・・・・・・・ Ｐ１

   ２．和歌山県政トピックス・・Ｐ２～Ｐ９

 　３．お知らせ・・・・・・・・・・・・ Ｐ９～Ｐ１６

   ４．ふるさと歳時記・・・・・・・Ｐ１７～Ｐ１８

令和元年

（2019)

仁平寺（有田市）

１，０００株にも及ぶ様々な種類のアジサイが咲き誇る仁平寺。
かつては七堂伽藍をもつお寺でしたが、衰退の後、仁平の時代（１１５１年～１１５３年）に再建され

ました。このとき、朝廷から年号を賜り、仁平寺と名乗るようになったといわれています。
別名「あじさい寺」と呼ばれ、アジサイの季節には出店が立ち並び、多くの人で賑わいます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 

官 僚 バ ッ シ ン グ の 功 罪  
 
 私 は 今、 県 庁 職 員 4000 人ほ ど の職 員の 官 僚の ト ッ プで す。 積 年の 課 題 山積

の和 歌 山県 で す し、 県民 の ため に は あれ もや ろ う、 こ れ もや ろう と すぐ 言 い 出

す知 事 のも と 、 全庁 を挙 げ て今 ま で の政 策や 事 務が こ れ で良 いの か 、新 政 策 と

して 何 をや ら な けれ ばな ら ない か 一 生懸 命皆 が 考え て く れ、 実行 し てく れ て い

るの で 皆大 変 で す。 しか も 、県 財 政 の破 綻を 防 ぐた め 、 私の 就任 時 よ り 9％ 人

員が 少 なく な っ てい ます か ら、 本 当 に皆 よく 働 いて く れ ると 思い ま す。  
 し か し、 県 民 の眼 は厳 し いの で す 。古 来公 務 員に 対 す る人 々の 眼 は厳 し い も

ので す 。会 社 の よう に倒 産 やリ ス ト ラで 失業 す るこ と も ない し、 余 程の こ と が

ない と クビ に も なり ませ ん から 、その お それ を 常に 抱 い てい る非 公 務員 か ら は、

批判 の 眼が 厳 し くな るの は 当然 で す 。公 務員 と 言え ど も 人間 です か ら、 中 に は

よか ら ぬ事 を す る輩 もい る でし ょ う が、 それ に 加え て 、 どう も昨 今 は、 特 に 国

家公 務 員に 、 お そま つな 仕 事と か 、 気の 緩み と しか 思 え ない 蛮行 と か、 た ち の

悪い 不 正行 為 な どが 多い よ うに 思 い ます 。世 間 はよ く 見 てい ます か らこ れ ら は

マス コ ミを 通 じ て赤 裸々 に 報じ ら れ るの です 。 また 、 官 僚が 横暴 だ 、越 権 行 為

だ、 生 意気 だ と 言わ れる こ とも 多 い よう です 。 この よ う な風 潮の 中 、我 こ そ は

と思 う 意識 の 高 い学 生さ ん が公 務 員 を敬 遠し て いる そ う です 。そ れ も我 が 国 が

益々 劣 化す る よ うで 心配 で す。  
 私 も 結構 劣 悪 な境 遇で 、 ずっ と 滅 私奉 公を し てき た し 、採 用担 当 であ っ た 時

は、 志 の高 い 学 生諸 君に た くさ ん 通 産省 に来 て もら い ま した 。ど う して 、 そ れ

が可 能 だっ た か なあ と時 々 思い ま す 。答 は、 昔 は世 間 が よく 誉め て くれ た か ら

では な いで し ょ うか 。そ の 一種 の お だて に乗 っ て頑 張 っ てし まっ た とい う こ と

でし ょ うか 。  
 不 正 や不 適 切 な行 為を 官 僚が し た ら遠 慮な く バッ シ ン グを する の は当 然 で す

が、 な かな か 頑 張っ てい る なあ と 思 った ら、 誉 めて あ げ るの も人 情 では な い か

と思 い ます 。  
 一 番 心し な け れば なら な いの は 私 でし て、 県 庁職 員 が 県民 の幸 せ のた め 懸 命

に努 力 して く れ たら 、大 い に誉 め な けれ ばな ら ない と 思 って いま す 。  
 
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 

5/20 知事室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

●タイ王国工業省、商務省とＭＯＵを締結しました                    

 
本県ではこれまで、香港貿易発展局やベトナム商工省など、海外の国の中央省庁と経済

交流等のＭＯＵ（覚書）等を交わしてきたところですが、この度新たにタイ王国工業省と

産業連携のＭＯＵを、同国商務省と経済交流のＭＯＵを締結しました。 

タイは、２０１４年のインドシナ半

島南部地域を東西に繋ぐ陸路「南部経

済回廊」の整備後、世界有数の人口密

度を持つ中国やインドへの玄関口にな

るとともに、バンコク空港から、中東

や欧州、アフリカ等とつながるアジア

マーケットの「ハブ」機能を担う世界

への輸出拠点として経済発展を遂げて

います。 

また、タイでは多くの日本企業の進

出や日本食ブームなどにより、日本食

レストランや医療サービスなどが展開

され「日本マーケット」は拡大し続け

ています。 

ＭＯＵ締結により、本県は、タイ政府や関係機関とともに県内企業の進出や経済交流、

人的交流などの活動を確実に支援することができ、また、経済回廊で結びつくアセアン諸

国との経済交流を行うことで、地域一体的な製品の原材料、部品の調達から、製造、在庫

管理、配送、販売、消費までのルートを構築するなど、活発な経済活動が可能となります。

タイ政府としても、多くの中小企業が産業の基盤を形成している和歌山県との交流は、タ

イの企業にとって魅力であり、みかんなどの農作物の加工、漆器産業などの技術導入等に

意欲を示しています。 

なお、本県では、昨年１１月、タイ

王国観光庁と観光振興連携によるＬＯ

Ｉ（意向表明書）を交わしており、人

口も多く、今後も経済成長を続けるこ

とが見込まれるタイ王国と観光、産業、

経済の３つの分野で関係を深めていき

たいと考えています。 

 

 

 

めざましい経済成長を遂げるタイ王国 

タイ政府の方々とのＭＯＵ締結の様子 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●和歌山県の外来生物対策について                         
 
県では、外来生物の防除等を行い、外来生物による生態系等へ

の被害防止や生物の多様性の確保、人の生命や身体を保護すると

ともに、農林水産業を健全に発展させることで、県民生活の安定

向上を目的とした「和歌山県外来生物による生態系等に係る被害

の防止に関する条例」を制定し、４月１日から施行しています。

そして、５月に「和歌山県の外来種リスト」を作成しました。 

本県には、変化に富んだ海岸線や緑豊かな山々、清らかな河川、

そしてそこには豊かな自然環境により育まれた多種多様な生態

系が形成されています。 

しかし、人間活動が活発化した結果、現在、急速に生物多様性が失われています。今後

の私達の行動によっては、生態系がある臨界点を超え、生物多様性の劇的な損失とそれに

伴う生態系サービスの劣化が生じる危険性が高いと言われています。 

その一つの要因が外来生物の問題です。 

 この外来種リストでは、生態系に係る被害が特に甚大なも

の、人体や産業・社会経済に対し甚大な被害を及ぼす等の基準

から、特に対策等が必要な外来種について「防除対策外来種」、

「重点啓発外来種」等のカテゴリーを設定しています。 

 「入れない」、「捨てない」、「拡げない」という外来種被

害予防三原則に従い、防除対策や県民への啓発活動等、今後の

外来種対策の基礎資料として活用していきます。 

 なお、本リストは、県ホームページで公開するとともに、冊

子版を作成して、市町村、中学校・高等学校、関係団体などに

配布し、外来種に対する県民の関心を高め、広く適切な行動を

呼びかけていきます。 

今後は、条例に基づき、外来種リスト掲載種のうち、蔓延を防ぐ必要がある種について、

環境審議会の諮問・答申を経て防除を行う種として公示し、防除に取り組んでいきます。 

＜外来生物とは＞ 

もともと生息・生育していなかった地域に、人間の活動によって外国や国内の他の地域から入ってきた生物を指します。 

ペットや展示用、食用、研究などの目的で意図的に持ち込まれたものもあれば、荷物に紛れ込んだり付着したりして、

非意図的に持ち込まれたものもあります。どちらも人間の活動に伴って持ち込まれたものです。よって、渡り鳥や海流で

運ばれた魚や植物の種子など、自然の力で移動するものは外来生物には該当しません。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 和歌山県環境生活部環境政策局環境生活総務課自然環境室 

 電話０７３－４４１－２７７９ 

ＵＲＬ:https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/032500/gairai/list.html 

タイワンザル 

リストは希望する一般の方 
にも配布します 



 - 4 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

●川湯温泉の民宿で“継 業
けいぎょう

”が始動しました                    

 
昭和４８年に開業し、女将の高齢化に伴い将来的に

事業を継続するのが困難となっていた川湯温泉「民宿

すみや」が、本年３月から「民宿すみ家」としてリニ

ューアルオープンしています。 

これは、本県が平成２９年度から取り組む都道府県

としては全国で初の“継業”を支援する「わかやま移

住者継業支援事業」によるもので、昨年７月から県が

マッチング支援を行い、協議の結果、移住者が事業を

承継し、川湯温泉の民宿「すみ家」が継業支援成立第１号としてこの春誕生しました。 

現在、過疎地域では後継者不足により商店等の廃業が増え、地域の生活機能や賑わいの

低下が見受けられます。一方、近年、県外からの移住者が過疎地域で起業し、地域活性化

に貢献している事例が増えていますが、開業場所の確保や経費の負担が課題となっていま

す。 

そこで県では、「事業を続けた

いが、後継者がいない」、「移住

して新しい事業を始めたい」の声

にお応えするため「わかやま移住

者継業支援事業」を創設しまし

た。 

「民宿すみ家」は、経営基盤を

引き継ぎつつ、県の継業補助金の

活用による再活性化に取り組ん

でおり、以前からのリピーター客

はもとより、前職が駐日マダガス

カル大使館秘書で、フランス語、

英語が堪能な女将の語学力を活

かし、外国人観光客等、新しい客

層の呼び込みにも奮闘していま 

す。 

＜継業とは＞ 

地域に必要とされる生業を移住者などが引き継ぐことで、事業だけでなく、地域文化や「思い」を引き継

ぐことをいいます。 

 

 

川湯温泉に新たな魅力が加わりました 

後継者を

探す 

事業主 

意欲のある 

移住者 
事業の引継＋再活性化 

①登録 
②登録 

移住推進市町村 
各わかやま定住 

サポートセンター 

③マッチング 

継業支援機関 

商工会、事業引継ぎ支援センター等 

④専門的支援 

   県（移住定住推進課） 
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●「１３００年つづく日本の終活の旅～西国三十三所観音巡礼～」が日本遺産に                    

 
令和元年度の日本遺産に「１３００年つづく日本

の終活の旅～西国三十三所観音巡礼～」が認定され

ました。 

今回、本県の那智勝浦町（青岸渡寺）、和歌山市

（紀三井寺）、紀の川市（粉河寺）を含む近畿２府

４県及び岐阜県内の計２４市町村が共同申請して

いました。 

文化庁は、平成２７年度から、地域の歴史的魅力

や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリ

ーを「日本遺産」に認定しています。 

これは、地域に存在する魅力ある有形・無形の文

化財を地域が主体となって総合的に整備・活用し、

それらをストーリーとして国内外に戦略的に発信

することにより、地域の活性化を図ろうとするもの

です。 

本県では、県や各市町村、関係団体、地域の方々

が連携し、日本遺産認定に向け取り組んできた結

果、平成３０年までの『鯨とともに生きる』、『絶

景の宝庫 和歌の浦』、『「最初の一滴」醤油醸造

の発祥の地 紀州湯浅』、『「百世の安堵」～津波

と復興の記憶が生きる広川の防災遺産～』と合わせ

て５件目となり、認定数は全国で上位を誇ります。 

これまで認定された地域においては、その後、関

係者の方々により地域に存在する魅力あるストー

リーが国内外に発信されています。今回認定の構成文化財のある地域においても、活性化

に向けた取組により多くの人の注目を集め、多くの方々に訪れていただくことが期待され

ます。 

 

＜１３００年つづく日本の終活の旅～西国三十三所観音巡礼～のストーリー概要＞ 

 究極の終活とは、ただ死に向かって人生を整理することではなく、人生を通して、いかに充実した心の生活を送れるか

を考えることが日本人にとっての究極の終活です。そして、それを達成できるのが、西国三十三所観音巡礼です。 

 日本人は、海外の人から『ＣＯＯＬ！』だと言われます。そのように評価されるのは、優しさ、心遣い、勤勉さといっ

た日本人の本来の心であり、実はそれは日本人が親しんできた「観音さん」の教えそのものです。観音を巡り、日本人本

来の豊かな心で生きるきっかけとなる旅、それが西国三十三所巡礼です。 

第一番札所 青岸渡寺 

第二番札所 紀三井寺 

第三番札所 粉河寺 



 - 6 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 

●高円宮承子女王殿下が御来県になりました                      

 
５月２０日と２１日、高円宮承子女王殿下が

『ユニセフ・キャラバン・キャンペーン』のため

御来県になりました。 

公益財団法人日本ユニセフ協会では、日本の子

供達に、世界の子供達が置かれている状況や、ユ

ニセフ（国連児童基金）の活動への理解を深めて

もうらうため、１９７９年の国際児童年に『ユニ

セフ・キャラバン・キャンペーン』をスタートし、毎年、全国各地の学校を訪問して「ユ

ニセフ教室」を開催しています。 

５月２０日、承子女王殿下は、同法人の職員として、高橋正博事務局次長兼学校事業部

長、鈴木有紀子学校事業部マネージャーとともに県庁を御訪問になりました。 

御訪問では、県内の２０１８年度の募金へのお礼をお述べになるとともに、教育現場で

ユニセフの活動を学んでもらうことの大切さについてお話いただきました。 

２１日には、「ユニセフ教室」開催のため、和歌山市立砂山小学校、和歌山市立明和中

学校を御訪問になりました。 

教室では、ユニセフの活動の他、世界の子供達が

置かれている現状をより身近に感じられるよう、エ

チオピアの映像を紹介しながら、池や川の水をその

まま使わざるを得ない人が世界に約１億５９００

万人いること、重労働である水汲みを任せられる女

子が学校に通えない状況にあることなどが伝えら

れました。また、ネパールで子供達が毎日水汲みに

使っている水瓶（水を入れたときの重さ：約１５ｋ

ｇ）を運ぶ体験などを行うことで、生徒達が困窮した状況に置かれている世界の子供達へ

の関心を高めることとなりました。 

 

●昨年に続き「ロボカップジュニア・ジャパンオープン２０１９和歌山」を開催                    

 
４月２８日と２９日、「ロボカップジュニア・ジャパンオープン２０１９和歌山」を開

催しました。 

この大会は、ロボットの設計や製作を通じて、子供達の好奇心や探究心を引き出し、チ

ャレンジできる競技を提供することで、次世代のリーダーとなるための基礎基本を身につ

けてもらおうと昨年から開催しています。 

また、この大会を和歌山市で継続して開催することで、御坊市で例年開催する「きのく 

高円宮承子女王殿下と（公財）日本ユニセフ協会の皆さん 

「ユニセフ教室」の様子 
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にロボットフェスティバル」と合わせ「ロボットの聖地 和歌山」を全国に発信していると

ころです。 

大会では、各チーム２台のロボットで行うサッカ

ー、様々な障害を乗り越えて被災者を無事に見つけ

出すレスキュー、２分間でダンスや演技を披露する

オンステージの種目に、合計２１２チーム、５６８

名が参加し熱戦を繰り広げました。 

また、大会では、生徒ガイドが和歌山大会の取組

を紹介する「大会ガイドツアー」、初心者向けロボ

ット講義と、ロボットのプログラミング体験ができる「ロボットの学校」なども開設され

ました。 

中でも、ロボカップジュニアの全国大会を目指して活動している科学部員が大会のルー

ル、魅力、学習方法の説明やサッカー、レスキ

ュー競技のデモンストレーションを行う「ロボ

カップジュニア解説ブース」には、大会に御祝

辞をいただいた石田総務大臣、世耕経済産業大

臣も参加され、質問を受けた科学部員は、緊張

の面持ちで熱心に解説していました。 

今後もこのような取組により、子供達の創造

力やコミュニケーション能力を育てるととも

に、「ロボットの聖地」を発信してまいります。 

 

●いよいよ開催まであと５か月 ねんりんピック和歌山大会への取組                    

 
いよいよ開催が迫る「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９」に向け、選手の皆さん

をはじめ全国から参加される方々をおもてなしするための取組を進めています。 

＜ねんりんピック和歌山大会の昼食弁当の献立が決定＞ 

 全国から参加される皆さんをおもてなしする和歌山らしいお弁当の献立がこの度決定し

ました。ラインナップは以下のとおりです。（飲み物付き、１，０００円（税込み）） 

 

○総合開会式（１１／９） 

「ようこそ紀の国へ おもてなし弁当」 

 

南高梅、海の幸の天ぷら、鶏ささみ梅しそ串、      
きゅうりとしらすの酢の物、鶏照り焼き、 
みかん入り杏仁豆腐、赤飯、 
煮物炊き合わせ、本サワラ西京焼き、 
太刀魚蒸し天 など     

 

自立移動型ロボットに熱い視線が注がれます 

石田大臣、世耕大臣にも御臨席いただきました。 

献立提案・写真提供：株式会社オークワ 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

○交流大会（１１／１０） 

 「はばたけ健康長寿 まごころ弁当」 

 

梅どり天ぷら、まぐろの大葉竜田揚げ、南高梅、 
高野豆腐揚げ、梅ひじきご飯、すろっぽ大根、 
インゲンゴマ和え、白菜と刻み昆布のゆず和え、    
出し巻きたまご、いりこ菜飯 など 

 

 

 

 

○交流大会（１１／１１） 

「絆をむすぶ ねんりん応援弁当」 

 

太刀魚の塩焼き、まぐろカツ、金山寺味噌、       
梅どりの南蛮、五穀梅しそご飯、南高梅、        
まるごとみかん、海老と山椒のちりめんご飯、 
ほねくの磯辺揚げ、野菜炊き合わせ など 

 

 
                   

 

 

 

○総合閉会式（１１／１２） 

「また来てな 和歌山あじわい弁当」 
 

海老・いかの天ぷら、まぐろメンチカツ、南高梅 
きのこご飯、きゅうりとしらすの酢の物、 
塩さば、五目豆腐ハンバーク、青菜ご飯、 
玉子焼き、おはぎ など 

 

 

 

 

 

 

  

これらのお弁当は、選手への配慮として、栄養面の調和がとれていること、食べやすい

ことや和歌山らしさを出すために、季節感を取り入れ、地産地消に努めること、楽しんで

食べてもらえるように、盛り付け、配色に配慮し、多彩な味付けを用いること、調理しや

すいように、県内全域で入手可能な食材を活用し、事業者が調製しやすいことなどに配慮

された献立となっています。 

 是非、皆さんに和歌山県の食を楽しんでいただきたいと思います。 

 

献立提案・写真提供：株式会社オークワ 

献立提案・写真提供：株式会社河北食品 

献立提案・写真提供：株式会社河北食品 
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＜紀州漆器の技法で仕上げた大会メダル＞ 

ねんりんピックで開催する交流大会や美術展の入賞者などに贈呈する大会メダルが決定

しました。和歌山大会の記念となるよう県花のうめをモチーフとし、紀州漆器の技法で仕

上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、紀州漆器は、海南市の黒江地区を中心に生産されており、会津塗の福島県、山中

塗・輪島塗の石川県と並び称される日本三大産地の１つと言われています。 

紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会でも好評を得た紀州漆器の技法により制作さ

れたメダルで、大会参加者をおもてなししたいと思います。 

 

                              お 知 ら せせ 

 

●キリンビール株式会社から「氷結ストロング 和歌山産南高梅」が発売中             

 
県ではこれまで、県産食材の認知度向上を図るため、好感度が高く発信力

のある大手企業とタイアップして県産品の魅力を広くＰＲしてきました。 

この度、キリンビール株式会社（本社：東京都中野区、社長：布施孝之）

から、県産「南高梅」１００％のストレート果汁を使用した『キリン氷結ス

トロング 和歌山産南高梅』が発売されています。 

この商品では、キリンビール株式会社の「いいね！日本の果実。氷結」プ

ロジェクトの一環で、地域の特産果実でつくった氷結でその土地の魅力を全国に発信しよ

うと取り組まれています。今回、消費者の信頼度をより高めるため「和歌山産」、「南高

梅」をパッケージに表示し、ブランド力アップにつなげようと企画されています。 

全国の量販店、コンビニエンスストア等で販売されますが、数量限定となっており、８

月中旬頃までは市場に出回る見込です。 

是非、この機会に県産の南高梅を贅沢に使った芳醇な香りや、爽やかですっきりした味

わいをお楽しみください。 

３５０ｍｌ缶 
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お 知 ら せ                               

 

●わかやまの逸品・お土産のＰＲ冊子・ＷＥＢサイト「ＳＥＬＥＣＴ」を作成                         

 
本県は、農林水産物、加工食品、工芸品など“和歌山

のめぐみ”の中でも特に優れたものを「プレミア和歌

山」に認定し、東京都内でのメディア関係者や流通業

界関係者などに向けたＰＲイベントの開催や、各年度

の推奨品の内覧会を開催するなど、「高品質なわかや

まの逸品」を県内外に発信してきました。 

今回、新たにプレミア和歌山推奨品をはじめ「高品

質なわかやまの逸品」を紹介する特別感のあるデザイ

ンの冊子とＷＥＢサイト「ＳＥＬＥＣＴ」を作成しま

した。 

冊子は、プレミア和歌山認定の高品質な逸品を、そ

の製品が出来上がるまでのストーリーを交えて紹介するページと、エリア別にお土産と販

売店舗を紹介するページで構成しています。また、ＷＥＢサイトでは、冊子掲載のお土産

以外にも数多くの逸品を掲載しています。 

冊子は、３万部作成し、各市町村・観光協会、観光案内所、県内宿泊施設等で配布して

います。 

観光やイベント等で県外からお越しになった方々に、お土産選びのお供として、是非ご

覧いただければと思います。 

 

・ＵＲＬ https://www.wakayama-kanko.or.jp/information/omiyage/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＳＥＬＥＣＴ」冊子表紙 

お土産・販売店舗紹介のページ わかやまの逸品紹介のページ 
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●ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００モバイルスタンプラリー“２nd season”実施中                        

 
県及び県観光連盟では、昨年８月から３月にかけて

実施し、皆さんに好評をいただいた「ＷＡＫＡＹＡＭ

Ａ８００モバイルスタンプラリー」に、チェックポイ

ントを追加するとともに、新たな賞を設定した『ＷＡ

ＫＡＹＡＭＡ８００モバイルスタンプラリー ２ｎｄ 

ｓｅａｓｏｎ』を４月２７日から実施中です。 

このイベントは、県内全域に整備された８００ｋｍ

を超えるサイクリングロードをより多くの方々に満

喫いただこうと、スマートフォンやタブレット端末と

連動したスタンプラリーを提供するものです。県内各

地に設けた５５か所のチェックポイントで取得した

スタンプに応じて抽選で豪華賞品が当たるもので、初

心者から上級者まで各々のレベルにあわせて参加す

ることができます。 

参加方法は、当スタンプラリーのＷＥＢサイトにアクセスし、ユーザー登録を行うだけ

です。あとは、それぞれのチェックポイントを訪れ、現地に設置された看板にあるＱＲコ

ードを読み取ると電子スタンプが取得でき、集めたスタンプの数に応じて各賞に応募いた 

だけます。 

パーフェクト賞のＴＲＥＫ製のロードバイクをはじめ、ポイント数やエリアクリア、リ

ピート参加などにより、ペア宿泊券、オリジナルジャージ、ＱＵＯカードなどが当たりま

す。 

また、パーフェクト達成者全員に、モバイルスタンプラリー達成証やオリジナルサコッ

シュ、ステッカーを贈呈します。 

さらに、このスタンプラリーとあわせて「ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００」の魅力を広く発信

するため、写真共有アプリ「インスタグラム」で県内でのサイクリング写真の投稿を募集

する「インスタグラム投稿キャンペーン」も実施中です。 

両イベントは、令和２年３月２２日（日）まで実施していますので、是非皆さんに御参

加いただき、「ＷＡＫＡＹＡＭＡ８００」を色んな方法で楽しんでいただければと思いま

す。 

・スタンプラリーＵＲＬ 【 http://mobilerally.wakayama800.jp/ 】 
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お 知 ら せ                               

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、１万円以上の御寄附をいた

いた方には、プレミア和歌山の事業者か  

ら御協力をお願いした６７品目の返礼品 

の中から１品をお選びいただきお届けし 

ています。 

また、インターネット限定で、２万円以 

上の御寄附をいただいた方には、６７品目 

又は特別メニューとして、和歌山特産の熊 

野牛等の畜産物や「あら川の桃」等の果物 

をお選びいただけますので、和歌山県が誇 

る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪 

能ください。 

また、返礼品とは別に、１万円以上の御 

寄附をいただいた御希望の方に「和歌山フ 

ァンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）へ 

の入会権を贈呈しています。御入会いただくと、刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅

力ある特典がございます。お申込みはふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安



 - 13 -

                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 

 

 

 

１品お選びいただけます！ 
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お礼の品一覧 
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お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                            
 

お礼の品一覧 
 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(６月中旬～７月中旬) 
 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

6 月中旬 青葉まつり 高野町・金剛峯寺 
金剛峯寺 

0736-56-2011 

6 月中旬 青葉祭 
那智勝浦町 

・妙法山阿弥陀寺 
妙法山阿弥陀寺 

0735-55-0053 

6 月中旬 熊野那智紫陽花まつり 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

6 月中旬 あじさい祭り 
橋本市 

・恋し野の里あじさい園 

恋野地区公民館 

0736-33-2458 

6 月下旬 夏越大祓式「茅の輪くぐり」 田辺市・熊野本宮大社 
熊野本宮大社 

0735-42-0009 

7 月上旬 海開き 
和歌山市・片男波海水浴場

ほか県内各所 

片男波海水浴場管理運営

委員会 073-447-9080 

7 月上旬 たなばた祭り 
和歌山市・淡嶋神社、 

紀三井寺、藤白神社 

淡嶋神社 

073-459-0043 

紀三井寺 

073-444-1002 

藤白神社 

073-482-1123 

7 月上旬 那智の滝大しめ縄張り替え 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

7 月中旬 扇
おうぎ

立
たて

祭
まつり

 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

7 月中旬 那智の火祭 那智勝浦町・熊野那智大社 
熊野那智大社 

0735-55-0321 

7 月中旬 
南紀田辺ビーチサイド 

ドルフィン in 扇ヶ浜 
田辺市・扇ヶ浜海水浴場 

株式会社南紀みらい 

0739-25-8230 

7 月中旬 高山寺夏祭り 田辺市・高山寺 
高山寺 

0739-22-0274 

 

 

 

 

 

那智の田楽 
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ふるさと歳時記                           

 
自然・風物情報(６月中旬～７月上旬) 
 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

6 月中旬 仁義びわ収穫最盛期 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

6 月中旬 南高梅 収穫ピーク 印南町・集荷場 
ＪＡ紀州みなべいなみ梅

部会 0739-72-1174 

6 月中旬 新ショウガ収穫 和歌山市・ 
名草地区、河西地区 

ＪＡわかやま 

073-471-3731 

6 月中旬 
「あら川の桃」 
出荷始まる 紀の川市・桃山町 あら川の桃振興協議会 

0736-66-1259 

6 月中旬 あじさい見頃 

橋本市 
・恋し野の里あじさい園 

橋本市観光案内所 

0736-33-3552 

かつらぎ町 
・花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

有田市・仁平寺 有田市産業振興課 

0737-83-1111 

6 月中旬 ササユリ見頃 
田辺市本宮町 

熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

日高川町 
・みやまの里森林公園 

美山温泉「愛徳荘」 

0738-57-0241 

6 月中旬 舞妃蓮見頃 御坊市 
・舞妃蓮の郷 はす公園 

北吉田蓮保存会 

090-8793-9402 

6 月下旬 スモモの収穫最盛期 田辺市、上富田町 
ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

6 月下旬 
南海高野線に 

「風鈴トンネル」登場 高野町・極楽橋駅 南海電鉄極楽橋駅 

0736-56-2305 

6 月下旬 ウミガメの産卵ピーク みなべ町・千里の浜 みなべ町教育委員会 

0739-74-2305 

6 月下旬 
サヤマボウシや 
ツルアジサイ開花 田辺市・護摩壇山森林公園 

護摩壇山森林公園 

0739-79-0667 

6 月下旬 大賀ハス見頃 
上富田町・田中神社 大賀ハスを守る会事務局 

0739-47-0550 

有田市・箕川 有田市産業振興課 

0737-83-1111 

7 月上旬 ハマユウ見頃 
和歌山市・番所庭園 番所庭園 

073-444-6533 

白浜町・白良浜 白浜町観光課 

0739-43-6588 

7 月上旬 くじらに出会える海水浴場 太地町・畠尻湾 太地町役場 

0735-59-2335 
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～編集後記～ 
 
 

空模様が気になる季節になりました。 
テレビでは、各地の梅雨入り情報を伝えています。雨の日が続くと気分も塞ぎがちで

すが、水滴がしたたる紫陽花を見ると、雨もいいかな、とさえ思えてきます。この季節

ならではの景色を見つけて、梅雨を楽しみましょう。 
 
梅雨と言えば「梅」の字が入っていますが、これは「梅の実が熟す時期に降る雨」と

いう説があるそうです。確かに梅の収穫が始まったのでしょう、スーパーマーケットで

は、「梅」関連のコーナーができています。和歌山では自家製の梅干しや梅酒、梅シロッ

プなどを作る家庭が多いので、漬ける容器や氷砂糖、ホワイトリカーがこの時期限定で

販売されています。実は秘書課内でも梅シロップを作っていて、これを水で割り梅ジュ

ースにして知事室に来られたお客様にお出ししています。 
 
田辺市内の小学校では、６月６日の「梅の日」の給食に梅干しが出されたそうです。

梅干しに多く含まれるクエン酸は、食中毒予防や疲労回復に効果があると言われていま

す。酸っぱいけど美味しい梅を食べて、元気に成長してほしいですね。 
一方、大人の方には機能性表示食品「うめ効果」（海南市 中野ＢＣ（株））が発売さ

れました。血圧を下げる効果があるとされるクエン酸の一定量の規格化に成功したもの

で、健康効果を表示できる食品として消費者庁に届け出て受理されています。 
 

梅は苦手という方がいるかもしれません。でも「健康にいい」と聞くと、少し見る眼

も変わりませんか。最近は酸味を抑えた梅干しや梅ゼリーなどもありますので、是非一

度お試しください。 
 
 
                       知事室 秘書課長 塩﨑 裕子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2019 年（令和元年）６月 Nｏ.１３４ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


